
         ※内湖植生面積のS20年頃のデータ（出典：琵琶湖湖岸からのメッセージP69,70）

ヨシ群落面積の推移

　○ 琵琶湖岸および内湖他のヨシ群落面積の推移

       　 昭和20年頃(1945年頃)から平成25年(2013年)における隔年の琵琶湖岸および内湖のヨシ群
　　　　 落面積の移り変わり。
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S20頃 S28 H4 H9 H19 H25

年 抽水植物面積 ヤナギ林面積 比率（ヤナギ／全体） 全体面積 抽水植物面積 ヤナギ林面積 比率（ヤナギ／全体） 全体面積

S28
(1953)

220(参考値) - - - 260.8

H4
(1992)

197.1 13.6 6.5% 210.7 127.5 45.4 26.3% 172.9

H9
(1997)

171.9 14.7 7.9% 186.6 128.7 60.6 32.0% 189.3

H19
(2007)

180.8 15.6 7.9% 196.4 169.3 77.9 31.5% 247.2

H25
(2013)

171.9 24.7 12.6% 196.6 137.9 117.9 46.1% 255.8

内湖ヨシ群落面積(ha)

S20頃(1940後半)

琵琶湖岸ヨシ群落面積（ha）
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南浦内湖

① 尾上・野田沼 ⑧ 古矢場沼 ⑮ 松の木内湖 ㉒ 北仰沼 ㉙ 平湖

② 南浦内湖 ⑨ 伊庭内湖 ⑯ 五反田沼 ㉓ 貫川内瑚 ㉚ 堅田内湖
③ 細江内湖 ⑩ 西の湖 ⑰ 十ケ坪沼 ㉔ 西内沼 ㉛ 早崎内湖
④ 蓮池 ⑪ 大和田湖 ⑱ 入道沼 ㉕ 木浜釣池 ㉜ 安曇川デルタ
⑤ 彦根・野田沼 ⑫ 北沢沼 ⑲ 菅沼 ㉖ 木浜内湖 ㉝ 犬上川デルタ
⑥ 曽根沼 ⑬ 近江舞子沼 ⑳ 針江中島 ㉗ 志那中内湖 ㉞ 瀬田川
⑦ 神上沼 ⑭ 乙女ケ池 ㉑ 浜分沼 ㉘ 柳平内湖
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ヤナギ林

抽水植物群落

地区番号 地区 地区番号 地区
1 琵琶湖大橋～近江八幡市野村町（岡山） 12 西浅井町月出～マキノ町梅津

2 近江八幡市牧町（岡山）～近江八幡市長命寺川河口 13 マキノ町梅津～今律町今津

3 近江八幡市長命寺川河口～能登川町栗見出在家(愛知川河ロ) 14 新旭町木津～新旭町菅沼地先

4 沖の島 15 新旭町生水川漁港～安曇川町北舟木

5 彦根市新海町（愛知川河口）～彦根市柳川町 16 安曇川町南舟木～安曇川町四津川

6 彦根市薩摩町～長浜市公園町(長浜港・豊公園) 17 安曇川町下小川～志賀町中浜

7 長浜市鐘紡町～びわ町南浜漁港 18 志賀町南浜～琵琶湖大橋

8 びわ町南浜漁港～湖北町海老江漁港 19 琵琶湖大橋～大津市雄琴町

9 湖北町海老江漁港～湖北町尾上漁港 20 大津市苗鹿町～大津市晴嵐町

10 湖北町東尾上～木之本町藤ケ崎 21 大津市玉野浦～草津市志那中町

11 西浅井町塩津浜周辺 22 草津市下寺町～琵琶瑚大橋
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各地域のヨシ群落の状況 

 

○保護地区 

  【針江（高島市）】 

・地元と高島市、県が主体となって、ヨシ刈りと火入れを実施しており全体的に良好な

群落が維持されている。 

・平成 22、23 年度のヤナギ伐採後、ヨシが再生してきた。 

・陸側はオギが優先しその範囲が広がりつつある。 

・沿岸帯、沖帯のヨシ群落植栽地はヤナギが多くなっており、遮光によるヨシ帯の衰退

につながることから伐採が必要である。 

 

【尾上～延勝寺～安養寺（長浜市)】 

・平成 24 年頃までヨシ刈りを行っていたが近年は実施していないものの、比較的良好

なヨシ群落が維持されている。 

・ノイバラやクズが増加しつつあり、ヨシ刈りが必要な場所もある。 

・ヤナギが広範囲に繁殖し、巨木化している。 

・ヨシ刈りやヤナギ伐採の作業には、野鳥に配慮する必要がある。 

 

【下物（草津市）】 

・保護地区内では、平成 9年度を最後にヨシ刈りは休止しているが、地区外において平

成 16年（一時中断後、平成 22年から再開）から活動している。 

・ハスの生育が旺盛であったが消失した。 

・泥化が進行しているが、他の植物（マコモやウキヤガラ）に遷移せず、ヨシ帯は、維

持されている。 

・平成 24 年度に陸側のヤナギを一部伐採したが、地盤が低いからか他地域に比べ巨木

化していない。 

 

○保全地域 

 【堅田から雄琴（大津市）】 

・地元および大津市が主体となって継続的に保全活動を実施し、一部では火入れも実施

している。 

・陸域（地盤の高い場所）はノイバラやクズ、オギ、ヤナギが増えており、遮光等によ

りヨシ帯は衰退している場所がある。 

・保全活動（ヨシ刈り）の実施により、沿岸帯（地盤が低い場所）はヨシ帯が維持され

ている。 
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【新海（彦根市）】 

・県事業にて定期的にヨシ刈り、ヤナギ伐採を実施している。 

・陸域は、オギ等に置き換わりヨシ帯は衰退傾向にあるが、沿岸帯は突堤設置によりヨ

シ帯が回復しつつある。 

・陸側のヨシ帯は衰退傾向であり、水際のヨシ帯は回復傾向であることから、ヨシ刈り

は衰退につながる可能性があり、ヨシの状態を観察して実施する必要がある。 

・漂着ゴミが多いため、ヨシ群落の保全のため清掃が必要である。 

 

【西の湖（近江八幡市）、伊庭内湖（東近江市）】 

・毎年、地域や企業のボランティアによるヨシ刈りが実施されている。県事業において

もヨシ刈り、ヤナギ伐採を実施している。 

・ヤナギ伐採によりヨシが復活した区域が多い。 

・陸域では、オギが増えつつあるが、保全活動（ヨシ刈り）により、健全なヨシ帯が維

持されている。 
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【針江】Ｈ２５

【針江】Ｈ２８

【針江】Ｈ３０
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高島市 針江
１９７０年代

高島市 針江
２０００年代
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【延勝寺】Ｈ３０

【延勝寺】Ｈ２８

【延勝寺】Ｈ２５
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長浜市 延勝寺
１９７０年代

長浜市 延勝寺
１９８０年後半頃

長浜市 延勝寺
２０００年代
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【下物】Ｈ２５

【下物】Ｈ３０

【下物】Ｈ２８
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草津市 下物
１９７０年代

草津市 下物
１９８０年後半頃

草津市 下物
２０００年代
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【堅田】Ｈ２５

【堅田】Ｈ２８

【堅田】Ｈ３０
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大津市 堅田
１９７０年代

大津市 堅田
１９７０年後半頃

大津市 堅田
２０００年代
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大津市 雄琴
１９７０年代

大津市 雄琴
１９７０年後半頃

大津市 雄琴
２０００年代
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彦根市 新海
１９７０年代

彦根市 新海
１９７０年後半頃

彦根市 新海
２０００年代
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近江八幡市 西の湖
１９７０年代

近江八幡市 西の湖
１９７０年後半頃

近江八幡市 西の湖
２０００年代
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東近江市 伊庭内湖
１９７０年代

東近江市 伊庭内湖
１９７０年後半頃

東近江市 伊庭内湖
２０００年代
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 計

普通 24-3 1 新浜 近江大橋北側 80 0

普通 24-4 2 新浜 帰帆南橋南側 50 0

保全 24-1 3 新浜 帰帆南橋北側 134 83 21 38 142

保全 24-2 4 矢橋 帰帆大橋南側 100 59 14 51 91 156

保全 25-4 5 矢橋 帰帆大橋北側 120 27 20 47

保全 25-3 6 南山田 帰帆北橋南側 40 8 74 82

保全 25-2 6-1 山田 公団植栽地 210 16 16

保全 25-1 7 北山田 北山田漁港南側 100 0

普/全 27-1 7-1 北山田 旧草津河口南側 190 89 89

保全 27-2 8 下笠 旧草津河口北側 170 152 152

保全 27-3 9 下笠 葉山河口南側 240 0

普通 29-1 10 下物 烏丸半島入口 70 5 28 33

保護 30-1 11 下物 ハス自生地 160 104 104

保全 31-3 12 洲本 法竜川水門右岸 10 0

保全 31-2 13 木浜 魚釣場南 10 0

保全 31-1 13-1 木浜 魚釣場南 10 0

普通 35-1 14 今浜 なぎさ公園南側 170 - 7 7

保全 西1-1 16 下豊浦 西の湖北東岸 20 5 18 17 39 25 20 124

無 伊1-1 伊庭 大同川カヌーランド対岸 20 0

保全 伊1-2 17 大中 大同川カヌーランド周辺 40 33 33

保全 52-1 18 新海 新海樋門東側 51 26 54 27 51 40 198

保全 52-2 18 田附 湖岸緑地湖岸 150 0

保全 67-1 南浜 南浜漁港南側 20 0

保護 70-1 19 海老江 湖北プラント前 130 21 21

保護 71-1 20 延勝寺 延勝寺船溜北側 250 0

保護 71-3 21 延勝寺 延勝寺船溜周辺 200 0

保護 71-2 22 今西 余呉川河口 200 0

保護 72-1 23 今西 水鳥センター前 49 34 34

保全 94-1 29 深清水 貫川北側 50 18 18

保全 94-2 30 桂 貫川南側 40 0

保護 100-1 31 針江 別荘地湖岸 20 0

保護 101-1 31 針江 大川船溜北側 20 142 82 224

保全 105-2 24 四津川 金丸橋東側 50 0

保全 105-1 25 四津川 金丸橋西側 100 45 45

無 106-1 25 四津川 松ノ木内湖 30 143 143

保全 108-1 勝野 萩の浜南側 10 0

保全 26 今宿 新丹出河口北側 0 0

保全 27 小野 小野駅前 10 23 31 54

保全 11-1 今堅田 米プラザ北側 30 0

保全 13-1 28 雄琴 雄琴河口北側 30 56 56

保全 14-1 雄琴 アクティバ湖岸 50 56 56

3,434 59 83 86 80 91 90 137 589 405 273 1,834

※直径300mm以上ヤナギの幹本数

仮にこの3年間(H29～R1)の伐採実績平均（76本）から計算すると、3,434本伐採するのに、45年間かかる

場所
伐採実績

ヤナギ伐採実績・存量

平成２８年度時点で調査個所(41か所)において、ヤナギ（直径300mm以上）3,434本が存在

H28
存量

計

区域 新工区 工区 地域
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栗見新田 安治須原 水産課 土木交通部 琵琶湖保全再生課

S54

S55

S56

S57

S58

S59 0.340 0.000 0.340

S60 0.370 0.000 0.370

S61 0.000 0.000

S62 0.000 0.000

S63 1.605 0.000 1.605

H1 0.420 0.000 0.420

H2 1.725 0.000 1.725

H3 0.000 0.000

H4 0.365 0.040 0.040 0.405

H5 1.000 1.000 1.000

H6 0.800 0.970 3.110 3.110

H7 0.660 0.660 0.660

H8 0.400 0.250 0.650 0.650

H9 1.500 0.150 0.620 2.270 2.270

H10 1.600 0.330 1.930 1.930

H11 2.300 0.140 0.250 2.690 2.690

H12 1.000 0.190 1.190 1.190

H13 2.000 0.340 0.180 2.520 2.520

H14 1.800 0.420 0.210 2.430 2.430

H15 2.400 0.050 2.450 2.450

H16 2.100 0.880 0.070 3.050 3.050

H17 0.015 1.600 0.800 2.400 2.415

H18 0.085 1.300 0.190 0.800 2.290 2.375

H19 0.023 0.285 1.200 0.800 2.000 2.308

H20 0.011 0.010 2.000 0.800 2.800 2.821

H21 1.600 0.150 0.780 2.530 2.530

H22 1.160 0.150 0.980 2.290 2.290

H23 0.047 1.400 0.080 1.480 1.527

H24 0.002 1.200 0.160 1.360 1.362

H25 0.130 0.130 0.130

H26 1.900 0.230 2.130 2.130

H27 0.550 0.230 0.780 0.780

H28 0.230 0.230 0.230

H29 1.700 0.080 1.780 1.780

H30 1.300 1.300 1.300

R1 0.050 0.050 0.050

R2 1.000 1.000 1.000

合計 4.825 0.181 0.297 34.350 3.220 10.970 48.540 53.843

※琵琶湖開発事業誌「淡海よ永遠に」より

事業による造成 水産課 土木交通部 琵琶湖政策課

南湖 3.105 15.500 2.270 2.780 23.655

北湖 1.720 0.181 0.297 18.850 0.950 8.140 30.138

合計 4.825 0.181 0.297 34.35 3.22 10.92 53.8

ヨシ群落　造成面積 ( ha )

管理以降年度
滋賀県

独立行政法人水資源機構

滋賀県
計

総計

場所
滋賀県

計

事業による造成
(※)

独立行政法人　水資源機構

管理以降

1.340

南湖および北湖の造成面積 ( ha )

9.24　haH23～R1　県事業造成面積
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ヨシ群落保全活動の課題等 

 

1. ヨシ群落保全ボランティア団体の状況 

・４５団体が活動を実施。（地域団体：25、企業：10、行政：7、その他：6、複合：3） 

・ヨシ群落保全活動へのボランティアについて、申込を受けることがある状況。昨年度

は、2者から申し込みを受けた。 

・ヨシでびわ湖を守るネットワーク（事務局：㈱コクヨ工業滋賀）への、参加団体は増

加傾向。 

 

2. ヨシ群落保全活動におけるボランティア活動の成功する要因、と課題 

【成功の要因例】 

・地元で事務局を務めるなど、受け皿があってそこに企業が入る状況がある場合。 

・地元の盆踊りや祭りを担っている組織が核となる場合。 

・地元に対して、淡海環境保全財団や市役所が支援の役割を担っている。 

 

【課題】 

○地元が取り組む際の課題 

・地元で事務局を担える人が少なくなっている。 

・環境保全の市民団体では、世代交代に課題を持つと思われる例がみられる。 

・地元が事務局を務めるヨシ群落保全活動は、運営が楽になるよう工夫することが、継

続した取組につながる。 

・県（淡海環境保全財団）が係わる取組においては、地元の人と共にヨシを保全してい

く関係性が重要である。 

 

○活動場所の課題 

・イベントとしてヨシ刈り等を行うためには、活動場所の条件としてトイレ、駐車場、

刈り取ったヨシの運び出しができることが必要。 

  ・伊庭内湖や西の湖、針江などでは、1,000 人程度は受け入れ可能であるが、そのよう

な場所は限られている。 

  ・企業等からのボランティア参加希望においては、湖南地域が比較的人気であるが、多

数の参加者に対応できる駐車場、トイレ等の条件がそろった場所が少ない。 

  ・ヨシ群落保全活動への参加意欲がある企業があっても、持続的な活動につなげるには、

地元の受け入れ態勢や場所の制約等と調和した取り組み方の検討が必要。 

 

参考資料３ 

- 23 -



○継続する上での課題 

  ・ヨシの利活用がヨシの刈り取り量に見合うものでないと、刈り取ったヨシの処理が負

担となり、保全活動を継続する上での障害となる。 

  ・ヨシの刈り取りによる環境改善の効果が見えにくい（ヨシ刈りが琵琶湖等の水質保全

にはつながらないなど）ことが、保全活動を継続する動機を損なっている。 

  ・琵琶湖湖岸のヨシ群落は、琵琶湖水位によっては水に浸かり、保全活動が容易にでき

なくなるなどの影響を受けやすく、毎年同じ条件での保全活動が難しいことから、継

続的な活動には不向きである。 

 

3. 良好なヨシ群落の維持管理における課題 

○陸ヨシ帯 

・ヨシの状態などを確認することなくヨシを刈ると、セイタカアワダチソウなどに置き

換わってしまう恐れもある。 

・ヨシの状態に応じて刈取や火入れをする必要があり、衰退しているヨシ群落の維持管

理は、健全なヨシ群落再生という成果につながらない。 

 

○水ヨシ帯 

・冬場に刈り取りを行うと、魚類等の産卵場とならず、また、衰退の原因になる。 

・湛水している水ヨシ帯については、魚類等の産卵場として見れば、特に管理する必要

はない。 

・陸域に近い場所、地盤が高い場所では、ヨシと合わせて、ヤナギの伐採が必要。 

 

○ヤナギ 

・ヤナギは巨木化すると伐採作業が大変になるため、小木の内に伐採、火入れにより、

防除する必要がある。 

・陸化が進んだヤナギの下は、常緑樹が生え、ヨシ群落から遷移する。 

・魚類等の産卵には、ヤナギのひげ根が重要であり、上を伐採しても根は枯れないため、

枝など上部の伐採が及ぼす魚類等の産卵への影響は少ない。 

・すべてのヤナギを伐採すると、防風機能がなくなりヨシに悪影響を及ぼす可能性があ

る。 

 

4. ヨシ等の有効利用における課題 

○ ヨシの品質 

・企業が使う場合は、品質を考慮すると利用できるヨシは、西の湖のヨシに限られる。 

・琵琶湖岸のヨシは、素材としての品質が良くない。 

・淡海環境保全財団は、ヨシの品質を問わない「ヨシ腐葉土」として有効活用すること
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で、各地の保全活動で刈り取られたヨシの量に見合った処理を行い、保全活動の継続

を支援してきたが、最近は需要が減っている。理由としては、キクやアサガオなど利

用対象の範囲が狭いことが考えられる。 

 

・ヨシの利用用途：ヨシ簀、ヨシ葺き屋根ヨシ紙、ヨシ工作品（芸術分野、ヨシストロ

ー、ヨシ筆、ペン、ヨシ笛など）、ヨシの断熱パネル、農業暗渠排水の疎水材、ヨシ

堆肥、食用としての利用など 
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令和元年(2019 年) ヨシ群落保全活動団体ヒアリング 
 
 
 
聴き取り者：脇田健一（滋賀県ヨシ群落保全審議会 会長、龍谷大学社会学部 教授） 

奥田一臣（琵琶湖保全再生課 課長補佐） 
西井洋平（琵琶湖保全再生課 副主幹） 
田井中文彦（淡海環境保全財団 主任専門員） 
 
 

８/７（水） 
 10：00～ 27 滋賀銀行総合企画部 嶋崎室長（滋賀銀行本店） 
 13：30～ 32 琵琶湖の水と地域の環境を守る会 松沢松治氏（自宅） 
８/２１（水） 
 9：30～ 21 伊庭の里湖づくり協議会 浮気会長 青木副会長 

東近江市生活環境課 塩見氏（市能登川支所） 
 13：00～ 26 東近江水環境自治協議会 中島氏（安土コミュニティセンター） 
 15：30～ 41 草津ヨシ松明まつり実行委員会 西田事務局長 
       （草津北部まちづくり協議会事務所 下物町 1091） 
８/２８（水） 
 14：00～ 16 長浜市立びわ中学校 横尾教頭先生 
 16：00～ 17 ながはまアメニティ会議 辻村主幹（長浜市役所環境保全課） 
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出典：造成ヨシ帯でのコイ科魚類の産卵状況と課題-水位とオオクチバス稚魚の影響-：滋賀県水産試験場

造成ヨシ帯（水ヨシ帯）での産卵状況

○造成ヨシ帯でのコイ科魚類の産卵状況

　滋賀県水産試験場により、各造成ヨシ帯のニゴロブナをはじめとするコイ科魚類の産卵状況調
査が行われている。それぞれの滋賀県水産課造成ヨシ帯において、産卵が確認されており、各
造成ヨシ帯の平均で約690,000千粒／haとなった。

参考資料４

近江八幡 近江八幡市 3.0 H8～12 33,333
新旭 高島市 3.8 H10～12 173,684
丁野木 長浜市 4.0 H14～16 1,249,725
野田沼 長浜市 0.3 H15 566,667
湖北 長浜市 1.3 H24～26 5,760
湖西 高島市 2.9 H26～29 992,640
下笠 草津市 2.5 H16～17 442,200
南山田 草津市 2.5 H18～19 613,500
北山田 草津市 3.6 H20～21 578,467
赤野井 守山市 2.6 H22～23 1,025,850
赤野井湾 守山市 1.2 H24～25 1,849,800

684,693

市町 造成年
ha当たり

産卵数（千粒）
造成面

積

平均値

南湖

工区

北湖

水ヨシ帯整備位置および調査位置図

野田沼漁場 A=0.3ha

下笠漁場 A=2.5ha 

南山田漁場 A=2.5ha

赤野井、赤野井湾漁場 A=3.8ha

北山田漁場 A=3.6ha 

琵

琶

湖

びわ漁場

A=0.1ha

近江八幡漁場 A=3.0ha

新旭漁場 A=3.8ha

津田江漁場 A=3.1ha

湖西2漁場

A=1.3ha

長命寺左岸漁場A=6.3ha

丁野木漁場 A=4.0ha 

湖北漁場

A=1.3ha

湖西漁場

A=2.9ha安曇川北部漁場

A=1.3ha
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農政水産部水産課が実施するヨシ帯造成（水産基盤整備事業）

 コイ科魚類の重要な産卵繁殖の場である水ヨシ帯が、S49年の面積99haからH15年には68ha
まで減少したため、これを回復するためH23年度までに26.7haの水ヨシ帯を造成

 また、瀬田川洗堰の水位操作により天然ヨシ帯のうち30haが産卵繁殖場としての機能を喪
失しているため、R5年度までに、83.3haの水ヨシ帯面積まで回復する目標

 湖 西 ２ 漁 場：H29、30年度1.3ha造成

 長命寺左岸漁場：R1～R4年度6.3ha造成（R2:造成植栽1.2ha）
 安曇川北部漁場：R5年度1.3ha造成

 魚類の産卵繁殖機能を持たせるために、奥行きを３０ｍ以上とし、琵琶湖の
水位変動に対応できるよう、ＢＳＬ（琵琶湖標準水位）マイナス３０～５０ｃｍの
緩勾配で造成

【目的】 過去にヨシ帯が広がっており、ニゴロブナが漁獲されていた漁場でヨシ帯を復元する

水ヨシ帯整備計画（H29～H35）
および過去の整備実績

野田沼漁場
A=0.3ha

下笠漁場 A=2.5ha 

南山田漁場 A=2.5ha

赤野井、赤野井湾漁場 A=3.8ha

北山田漁場 A=3.6ha 

琵
琶
湖

びわ漁場
A=0.1ha

長命寺漁場 A=1.5ha

牧・野田・大房漁場 A=1.5ha

新旭漁場 A=3.8ha

津田江漁場 A=3.1ha

湖西2漁場
A=1.3ha

長命寺左岸漁場
A=6.3ha

丁野木漁場
A=4.0ha 

R5

H30

R２.９現在
3３.４ha造成済

湖西２工区状況（H31.3)
造成ヨシ帯の構造概略図

湖北漁場
A=1.3ha

R1～R4

湖西漁場
A=2.9ha

水ヨシ帯造成の経過と年次計画

ニゴロブナの漁獲量
安曇川北部漁場

A=1.3ha

地　区 年度 工　区 造成場所
面積
(ha)

累計
(ha)

S54-H23 （琵琶湖地区まで） 26.7

琵琶湖
Ⅱ期

H24-29 赤野井湾、湖北、湖西 高島市新旭町深溝他 5.4 32.1

H29-30 湖西2 高島市新旭町針江 1.3 33.4

R1 長命寺左岸 近江八幡市北津田町 1.0 34.4

R2 長命寺左岸 近江八幡市北津田町 1.2 35.6

R3-R4 長命寺左岸 近江八幡市北津田町 4.1 39.7

R5 安曇川北部 高島市安曇川町北船木 1.3 41.0

びわ湖
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